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期間 平成 30年 1月 27 日（土）～平成 30年 6月 24 日（日） 

 

場所 鳥の博物館 2階企画展示室 

 

内容  日本の周りの海を旅するカンムリウミスズメと一緒に、海鳥たちに会う旅に出かけます。実際に

海鳥を観察する方法や、我孫子市で記録のある海鳥についても紹介します。海洋に生息する海鳥を

もっと身近に感じてもらい、私たちの生活と海鳥の関係についても考えていただければ幸いです。 

 

【海鳥ってどんな鳥】 

島国である日本の周りには、翼を広げると 2m を超えるアホウドリの仲間から、スズメほどの大

きさのウミツバメの仲間まで、たくさんの海鳥が暮らしています。北極圏のツンドラや南極大陸な

ど、地球のあちこちから渡ってくるものもいますし、日本の周りの海で子育てをしているものもい

ます。 

【カンムリウミスズメと行く海の旅】 

カンムリウミスズメは小型の海鳥で、東アジアに固有な種です。最近、渡りの追跡調査によって、

カンムリウミスズメは日本周辺の海域を１年かけて移動していることが分かりました。普段陸地で

生活している私たちは、日常生活では海鳥を見る機会はあまりありませんが、カンムリウミスズメ

と一緒に旅をすれば、日本の海鳥たちをもっと知ることができるでしょう。 

本企画展では、繁殖地で巣立ったカンムリウミスズメが成鳥になって生まれた島に帰ってくるま

での渡り経路に分布する海鳥を、標本と生態写真で紹介します。中でも、日本の海域を代表する種

については、その分布や生態などを詳しく掘り下げて紹介します。 

【海鳥が減っている？】 

海鳥の中には絶滅の恐れがある種が多くいることから、保全上の問題についても広く紹介します。 

 

入館料 一般 300 円、高校生・大学生 200 円、中学生以下・70歳以上無料 

 

 
【問い合わせ】 

我孫子市教育委員会 鳥の博物館 

           担当 岩本 

 

☎ ０４－７１８５－２２１２ 

 

平成 30 年 1 月 29 日 

定例記者会見資料 

鳥の博物館 第 80 回 企画展  

「日本の海鳥―カンムリウミスズメと行く海の旅―」 

 

Abiko city 






	定例記者会見_日本の海鳥.pdf
	第８０回企画展チラシ
	ps第８０回企画展チラシ表.pdf
	ps第８０回企画展チラシ裏


